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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
超
高
齢
社
会
へ
と
一
段
と
進
む
中
、
高
齢
者
に
は

生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形
で
地
域
社
会
と
関
わ
る
こ
と
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
働
く
意
欲
の
あ

る
多
く
の
高
齢
者
に
身
近
な
地
域
で
の
お
仕
事
を
お
願
い
し
、

こ
の
こ
と
を
通
じ
高
齢
者
に
は
健
康
維
持
や
生
き
が
い
を
、

ま
た
地
域
に
は
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
活
力
あ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
性
を
増
し
、
一
層
大
き
な
役
割
を
期
待

さ
れ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
経
済
環
境
・

社
会
情
勢
が
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
契
約
件
数
、
契

約
額
等
は
着
実
に
伸
長
を
示
し
、
良
好
な
事
業
運
営
を
続
け

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
ご

支
援
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

地
域
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

倍
旧
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
健
康
管
理
と
安
全
就
業
に
十
分
留
意

し
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　



◇ 平成27年10月～11月 事故発生状況 ◇

「
会
員
表
彰
」受
賞
者
決
ま
る

講
習
会
の
お
知
ら
せ

講
習
会
か
ら
の
報
告

事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容就業中・途上区分 発生日

（３） （２）

南
部
事
務
所

　宮

　本

　康

　弘

　福

　島

　英

　一

　伊

　藤

　
　
　渉

　藤

　田

　昌

　志

　小

　林

　國

　雄

　中

　沢

　照

　充

　前

　田

　芳

　子

　西

　村

　幸

　男

　山

　岸

　悦

　子

　高

　橋

　利

　弘

　飯

　塚

　照

　子

　井

　桁

　忠

　興

　成

　川

　輝

　雄

　山

　本

　袈
裟
人

　中

　村

　平
八
郎

　猿

　渡

　健

　次

　髙

　橋

　俊

　夫

　大

　場

　兼
三
郎

　町

　田

　静

　一

　
　       

中
部
事
務
所

　

　後

　藤

　
　
　傳

　太

　田

　陽

　一

　花

　輪

　正

　明

　佐

　藤

　治

　枝

　髙

　野

　敬

　二

　
　 

　阿

　部

　正

　一

　佐
保
田

　美
年
子

　茂
手
木

　
　
　勇

　小

　林

　
　
　博

　戸

　島

　春

　松

　末

　田

　維

　克

　小

　川

　藤

　夫

　成

　田

　幸

　夫

　石

　崎

　和

　夫

　高

　橋

　二
三
雄

　大

　平

　康

　男

　

北
部
事
務
所

　秋

　山

　賢

　司

　野

　村

　喜
七
郎

　石

　井

　セ

　ツ

　水

　砂

　順

　一

　山

　﨑

　
　
　守

　木

　村

　正

　直

　楠

　
　
　
　
　明

　伊
勢
田

　和

　雄

　井

　戸

　弘

　之

　今

　村

　和

　夫

　加

　藤

　雄
二
郎

　宮

　本

　直

　紀

　本

　田

　慶
一
郎

　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ
き
業
務

に
精
励
さ
れ
た
会
員
の
中
か
ら
他
の
模
範
と
な
る
会
員
に
対
し
、
そ
の
労
を
称
え
表
彰
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
会
員
表
彰
受
賞
者
が
次
の
方
々
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
表
彰
受
賞
者
の
表
彰
は
平
成
28
年
１
月
22
日
（
金
）「
川
崎
市
総
合
自
治
会
館
」
で
行
い
ま
す
。

　●
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

＜ 昨 年 の 表 彰 風 景 ＞

昨年の講習会風景

接遇研修の様子交通安全講習会の様子

中部事務所

北部事務所

理事長の挨拶

南部事務所

北部

南部

十字路で、左折しようと待機しているとき、
後方から来た車に追突され首を負傷。

就業から帰宅する際、自転車に乗ろうとした
ところ、バランスを崩して転倒。右肩を道路
に打ちつけ、負傷(打撲)。

男

女

67

70

1

2

送迎車輌
運転業務

保育補助

就業中

途上

10月7日

10月15日

※南部１件　北部１件
※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。また、怪我などにより就業
継続が困難な場合も同様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。
※傷害事故が増加傾向にあります。日頃から、自身を過信せず安全就業と就業途上の安全確保に十分配慮してくだ
さい。

●
調
理
講
習
会

　
調
理
を
基
礎
か
ら
学
べ

る
、
初
心
者
向
け
簡
単
健
康

調
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
調
理
経
験
の
な
い
男
性

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
講

習
会
で
す
。
市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
、

お
誘
い
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
募
集
人
員
　24
名

　
講
習
日
時
　平
成
28
年
２
月
22
日
（
月
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
講
習
会
場
　て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

　
受
講
料
　無
料

　
　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

　
申
込
締
切
日
　平
成
28
年
２
月
８
日
（
月
）

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　申
し
込
み
方
法

　
　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤
会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
左
記
あ
て
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

●
個
人
情
報
保
護
接
遇
・
交
通
安
全
講
習
会

平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）

研
修
会
場 

南
部
事
務
所
会
議
室

参
加
人
数
30
名

　
今
回
は
、
家
事
援
助
、
子
育
て

支
援
に
従
事
す
る
南
部
事
務
所
管

轄
内
の
会
員
を
対
象
に
、
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し

た
。

　
①
講
習
会
開
会
の
挨
拶（
次
長
）

　
②
映
像
を
使
っ
た
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
講
義
（
神
奈
川
県

警
川
崎
警
察
署
）

　
③
応
対
方
法
等
の
接
遇
の
講

義
、
実
例
を
参
考
に
し
た
会

員
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

（
専
門
講
師
）

　
④
懇
談
会
（
南
部
事
務
所
長
、
事
務
所
担
当
）

　
⑤
講
習
会
閉
会
の
挨
拶
（
経
営
課
長
）

　
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
７
割
以
上
か
ら
、

良
い
内
容
と
の
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
か
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
、
他
の
職
種
に
も
対
象
を
広
げ
、

継
続
し
て
同
様
の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
接
遇
に
つ
い
て
は
、「
挨
拶
の

大
切
さ
、
第
一
印
象
の
重
要
性
が
判
っ
た
。」「
笑
顔
が
と
て
も

大
事
な
こ
と
を
再
確
認
し
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
交
通

安
全
講
習
に
つ
い
て
は
、「
交
通
事
故
に
よ
り
、
人
生
が
一
変

す
る
。
事
故
に
遭
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
よ
う
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
た
。」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
懇
談
会
の
状
況
は
、
事
務
所
だ
よ
り
南
部
事
務
所
の

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ど
、

お
誘
い
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
募
集
人
員
　24
名

　
講
習
日
時
　平
成
28
年
２
月
22
日
（
月
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
講
習
会
場
　て
く
の
か
わ
さ
き

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　
　（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
徒
歩
約
５
分
）

　
受
講
料
　無
料

　
　
　
　
　
　（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

　
申
込
締
切
日
　平
成
28
年
２
月
８
日
（
月
）

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　申
し
込
み
方
法

　
　
ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤
会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
左
記
あ
て
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
〒
2
1
0
―
0
0
2
6

　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

●
個
人
情
報
保
護
接
遇
・
交
通
安
全
講
習
会

平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）

研
修
会
場 

南
部
事
務
所
会
議
室

参
加
人
数
30
名

　
今
回
は
、
家
事
援
助
、
子
育
て

支
援
に
従
事
す
る
南
部
事
務
所
管

轄
内
の
会
員
を
対
象
に
、
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
内
容
で
し

た
。

　
①
講
習
会
開
会
の
挨
拶（
次
長
）

　
②
映
像
を
使
っ
た
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
講
義
（
神
奈
川
県

警
川
崎
警
察
署
）

　
③
応
対
方
法
等
の
接
遇
の
講

義
、
実
例
を
参
考
に
し
た
会

員
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

（
専
門
講
師
）

　
④
懇
談
会
（
南
部
事
務
所
長
、
事
務
所
担
当
）

　
⑤
講
習
会
閉
会
の
挨
拶
（
経
営
課
長
）

　
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
７
割
以
上
か
ら
、

良
い
内
容
と
の
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
か
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
、
他
の
職
種
に
も
対
象
を
広
げ
、

継
続
し
て
同
様
の
講
習
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
接
遇
に
つ
い
て
は
、「
挨
拶
の

大
切
さ
、
第
一
印
象
の
重
要
性
が
判
っ
た
。」「
笑
顔
が
と
て
も

大
事
な
こ
と
を
再
確
認
し
た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
交
通

安
全
講
習
に
つ
い
て
は
、「
交
通
事
故
に
よ
り
、
人
生
が
一
変

す
る
。
事
故
に
遭
わ
な
い
、
も
ら
わ
な
い
よ
う
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
た
。」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
懇
談
会
の
状
況
は
、
事
務
所
だ
よ
り
南
部
事
務
所
の

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



★
南
部
事
務
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☎
2
2
2
―
1
5
5
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事
務
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だ
よ
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所

☎
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北
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☎
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（５） （４）

刈払機の点検

幸区民祭でのPR宮前区民祭でのPR

あさお区民祭でのPR

安全適正な除草

◎
幸
区
民
祭
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動　平

成
27
年
10
月
17
日（
土
）

　
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
と
し
て
、
今
年
度
も
「
幸
区
民

祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
激
し
い
雨
が
降
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
い
た
だ

い
た
10
名
の
会
員
の
方
々
は
、
1
名
の
欠
席
も
な
く
集
合

し
て
下
さ
り
、
手
際
よ
く
準
備
開
始
。

　
区
民
祭
開
催
時
刻
の
10
時
に
は
雨
も
止
み
、
セ
ン
タ
ー

広
告
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
入
会
・
発
注
案
内
パ
ン
フ
レ

北部事務所
家事援助・
子育て支援
就業相談
日程表

相談時間
9時～16時

実施月

1月

2月

3月

開催日

21日㈭

18日㈭

17日㈭

ッ
ト
を
手
分
け
し
て
配
布
し
、
多
く
の
来
場
者
に
P
R
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
27
年
11
月
９
日
（
月
）、
中
原
区
内
の
就
業
現
場

の
除
草
作
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
時
の
作
業

者
数
は
5
名
と
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、
連
携
を

取
り
合
い
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
刈
払
機
の
使
用

箇
所
も
あ
り
、
作
業
前
に
点
検
を
し
、
安
全
対
策
も
万
全

の
状
態
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
道
具
の
整
理
整
頓
な

ど
安
全
適
正
就
業
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
安

心
い
た
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
就
業
さ

れ
る
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
懇
談
会
か
ら

　平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）

　
調
理
業
務
の
テ
ー
マ
で
、
経
験
年
数
の
長
い
会
員
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
品
数
の
多
い
調
理

作
業
や
食
材
の
買
い
物
か
ら
調
理
の
一
連
作
業
を
行
う
場

合
も
あ
り
、
経
験
で
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
ま
す
が
、
誰

に
で
も
で
き
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
こ
の
よ
う
に
、同
じ
会
員
が
長
期
に
就
業
し
て
い
る
と
、

発
注
者
の
要
望
が
増
大
し
て
い
く
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
同
一
会
員
に
よ
る
就
業
年
限
を
設
け
る
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
送
迎
業
務
の
テ
ー
マ
で
は
次
の
よ

う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
若
い
発
注
者
は
、
会
員
と
の
連
絡
に
携
帯
メ
ー
ル
を

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
お
子
さ
ん
を
送
り
届
け
た
報
告

を
す
ぐ
に
で
き
る
と
い
う
反
面
、
発
注
者
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
多
く
、
対
応
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。」
こ
う
し
た
時
代
の
求
め
る
連
絡
対
応
も
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
か
ら
経
験
の
浅
い
会
員
ま
で
広
く
ご

参
加
い
た
だ
き
、
現
場
の
声
、
生
の
声
を
お
届
け
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
時
間
の
制
約
等
も
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
南
部
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
会
員
皆
様
の
意
見
を
伺

う
場
を
設
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
宮
前
区
民
祭
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動          

　
平
成
27
年
10
月
18
日（
日
）

　
本
年
も
宮
前
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
宮
前
区
民
祭
に
参

加
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
朝
ま
で
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
時
に
は
暑
い

く
ら
い
に
晴
れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
会
場
の
出
入
口
で
会
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努

め
ま
し
た
。

◎
地
域
サ
ポ
ー
ト
就
業
会
員
募
集

　
中
部
事
務
所
で
は
地
域
で
の
突
発
的
な
受
注
に
対
応
す

る
た
め
、
高
津
区
、
宮
前
区
内
の
一
般
家
庭
を
対
象
と
し

た
、
家
具
の
移
動
、
部
屋
の
片
付
け
、
お
掃
除
な
ど
の
お

仕
事
が
出
来
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
に
は
懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
作
業
出
来
る
、
ど
こ
の
現
場
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
、
お
客
様
対
応
が
出
来

る
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
ご
関
心
の

あ
る
方
は
是
非
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
中
部
事
務
所
　
☎
８
２
２
―
５
０
３
１

◎
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
で
の
P
R
活
動

　
　
　
平
成
27
年
10
月
11
日（
日
）

　
今
年
も
麻
生
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
さ
お
区
民
ま

つ
り
」
に
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
広
告
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
セ
ン
タ
ー
事
業
を

P
R
い
た
し
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
始
時
刻
に
は
雨
も
落
ち
着
き
、
多
く
の
来
場
者
に

セ
ン
タ
ー
の
P
R
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
27
年
11
月
19
日（
木
）

　
麻
生
区
内
に
あ
る
月
極
駐
車
場
の
除
草
現
場
の
巡
回
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。
2
名
の
会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
決
め
、
互
い
に
声
を

掛
け
あ
い
、
連
携
し
な
が

ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
道
具
等
は
き
ち
ん
と

整
理
整
頓
さ
れ
、
足
元
の

安
全
確
保
に
も
努
め
て
お

り
、
安
全
適
正
就
業
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認

で
き
安
心
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
北
部
事
務
所
の
家
事
援
助
・

　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
携
わ
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
会
員
の
皆
様
の
就
業
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

11
月
開
催
の
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
で
は

3
名
の
会
員
が
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
北
部
事
務
所
で
は
次
の
日
程
で

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
、
是
非
ご
来
所
下
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
☎
９
８
０
―
０
１
３
１
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（５） （４）

刈払機の点検

幸区民祭でのPR宮前区民祭でのPR

あさお区民祭でのPR

安全適正な除草

◎
幸
区
民
祭
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動　平

成
27
年
10
月
17
日（
土
）

　
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
と
し
て
、
今
年
度
も
「
幸
区
民

祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
激
し
い
雨
が
降
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
い
た
だ

い
た
10
名
の
会
員
の
方
々
は
、
1
名
の
欠
席
も
な
く
集
合

し
て
下
さ
り
、
手
際
よ
く
準
備
開
始
。

　
区
民
祭
開
催
時
刻
の
10
時
に
は
雨
も
止
み
、
セ
ン
タ
ー

広
告
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
入
会
・
発
注
案
内
パ
ン
フ
レ

北部事務所
家事援助・
子育て支援
就業相談
日程表

相談時間
9時～16時

実施月

1月

2月

3月

開催日

21日㈭

18日㈭

17日㈭

ッ
ト
を
手
分
け
し
て
配
布
し
、
多
く
の
来
場
者
に
P
R
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
平
成
27
年
11
月
９
日
（
月
）、
中
原
区
内
の
就
業
現
場

の
除
草
作
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
時
の
作
業

者
数
は
5
名
と
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、
連
携
を

取
り
合
い
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
刈
払
機
の
使
用

箇
所
も
あ
り
、
作
業
前
に
点
検
を
し
、
安
全
対
策
も
万
全

の
状
態
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
道
具
の
整
理
整
頓
な

ど
安
全
適
正
就
業
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
安

心
い
た
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
就
業
さ

れ
る
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

◎
家
事
援
助
・
育
児
支
援
懇
談
会
か
ら

　平
成
27
年
11
月
25
日（
水
）

　
調
理
業
務
の
テ
ー
マ
で
、
経
験
年
数
の
長
い
会
員
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
品
数
の
多
い
調
理

作
業
や
食
材
の
買
い
物
か
ら
調
理
の
一
連
作
業
を
行
う
場

合
も
あ
り
、
経
験
で
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
ま
す
が
、
誰

に
で
も
で
き
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　
こ
の
よ
う
に
、同
じ
会
員
が
長
期
に
就
業
し
て
い
る
と
、

発
注
者
の
要
望
が
増
大
し
て
い
く
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る

た
め
、
同
一
会
員
に
よ
る
就
業
年
限
を
設
け
る
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
の
送
迎
業
務
の
テ
ー
マ
で
は
次
の
よ

う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
若
い
発
注
者
は
、
会
員
と
の
連
絡
に
携
帯
メ
ー
ル
を

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
お
子
さ
ん
を
送
り
届
け
た
報
告

を
す
ぐ
に
で
き
る
と
い
う
反
面
、
発
注
者
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
変
更
も
多
く
、
対
応
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。」
こ
う
し
た
時
代
の
求
め
る
連
絡
対
応
も
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
か
ら
経
験
の
浅
い
会
員
ま
で
広
く
ご

参
加
い
た
だ
き
、
現
場
の
声
、
生
の
声
を
お
届
け
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
時
間
の
制
約
等
も
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
南
部
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、
会
員
皆
様
の
意
見
を
伺

う
場
を
設
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
宮
前
区
民
祭
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動          

　
平
成
27
年
10
月
18
日（
日
）

　
本
年
も
宮
前
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
宮
前
区
民
祭
に
参

加
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
朝
ま
で
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
催
時
に
は
暑
い

く
ら
い
に
晴
れ
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
会
場
の
出
入
口
で
会
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努

め
ま
し
た
。

◎
地
域
サ
ポ
ー
ト
就
業
会
員
募
集

　
中
部
事
務
所
で
は
地
域
で
の
突
発
的
な
受
注
に
対
応
す

る
た
め
、
高
津
区
、
宮
前
区
内
の
一
般
家
庭
を
対
象
と
し

た
、
家
具
の
移
動
、
部
屋
の
片
付
け
、
お
掃
除
な
ど
の
お

仕
事
が
出
来
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
に
は
懇
談
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
作
業
出
来
る
、
ど
こ
の
現
場
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
、
お
客
様
対
応
が
出
来

る
な
ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
ご
関
心
の

あ
る
方
は
是
非
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
中
部
事
務
所
　
☎
８
２
２
―
５
０
３
１

◎
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
で
の
P
R
活
動

　
　
　
平
成
27
年
10
月
11
日（
日
）

　
今
年
も
麻
生
区
役
所
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
さ
お
区
民
ま

つ
り
」
に
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー
広
告
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
セ
ン
タ
ー
事
業
を

P
R
い
た
し
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
実
施
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
開
始
時
刻
に
は
雨
も
落
ち
着
き
、
多
く
の
来
場
者
に

セ
ン
タ
ー
の
P
R
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

◎
安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　平
成
27
年
11
月
19
日（
木
）

　
麻
生
区
内
に
あ
る
月
極
駐
車
場
の
除
草
現
場
の
巡
回
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。
2
名
の
会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
決
め
、
互
い
に
声
を

掛
け
あ
い
、
連
携
し
な
が

ら
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
道
具
等
は
き
ち
ん
と

整
理
整
頓
さ
れ
、
足
元
の

安
全
確
保
に
も
努
め
て
お

り
、
安
全
適
正
就
業
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
を
確
認

で
き
安
心
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
注
意
し
て
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
北
部
事
務
所
の
家
事
援
助
・

　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
携
わ
る
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
会
員
の
皆
様
の
就
業
相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

11
月
開
催
の
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
で
は

3
名
の
会
員
が
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
北
部
事
務
所
で
は
次
の
日
程
で

家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
就
業
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
、
是
非
ご
来
所
下
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　
北
部
事
務
所
　
☎
９
８
０
―
０
１
３
１



会 員 作 品 ひ ろ ば

会員 作 品ギャラリー

余
暇
の
過
ご
し
方

会 員のひろば

（７） （６）

【無垢板に描いた
美味そうな魚】　

　　 三浦　祐 会員

【楽しく元気に】
　　 榎本 佳泰 会員

【
凛
と
し
て
咲
く
花
】

　
　

 

三
浦

　祐 

会
員

【恵美須神社（京都）の鳥居の
上に飾られたゑびす様】

 �田 克彦 会員

【六波羅蜜寺 （京都） の
七福神像】　

 �田 克彦 会員

【
良
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
ネ
】

　
　

 

小
林 

信
寿 

会
員

【□□□□□□□□□□】　 榎本 佳泰 会員

【□□□□□□□□□□】　 □□ □□ 会員

【□□□□□□□□□□】　 □□ □□ 会員

【□□□□□□□□□□】　 小林 信寿 会員

　
は
じ
め
ま
し
て
、
王
禅
寺
西
在
住
の
吉
田
と

申
し
ま
す
。
皆
様
の
日
頃
一
番
の
関
心
事
と
言

え
ば
健
康
だ
と
思
い
ま
す
。
身
体
の
健
康
と
心

の
健
康
で
す
ね
。
私
は
毎
日
歩
く
こ
と
と
趣
味

を
楽
し
む
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
趣
味
は

色
々
あ
り
ま
す
が
、今
は
、認
知
症
の
予
防
に
も

な
る
か
な
と
思
い
将
棋
に
凝
っ
て
い
ま
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
、
ア
マ
４
段
の
免
状
を
い
た

だ
い
て
以
来
、
二
十
年
余
ぶ
り
に
将
棋
の
殿
堂

日
本
将
棋
連
盟
の
道
場
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
実
践
と
い
う
こ
と
か
ら
、
初
段
ぐ

ら
い
か
ら
指
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
土
・
日
に
行
く
と
将
棋
の
プ
ロ
棋
士
を
目

指
す
少
年
少
女
が
大
勢
来
て
い
ま
し
た
。
流
石

に
、
小
中
学
生
は
頭
の
回
転
が
早
い
。
指
し
手

が
早
く
自
分
が
指
す
と
「
お
じ
い
さ
ん
早
く
指

し
て
よ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
顔
で
、
あ
っ
ち

を
見
た
り
、
こ
っ
ち
を
見
た
り
と
大
変
や
り
づ

ら
い
相
手
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、

若
い
人
と
同
じ
土

俵
で
何
か
を
や
る

こ
と
は
、
大
き
な

元
気
を
も
ら
え
る

も
の
で
す
。
こ
れ

を
機
に
改
め
て
私

は
四
段
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　吉
田 

克
彦 （
北
部
事
務
所
会
員
）



　シルバー人材センターから支払われる配分金は、所得税法上「雑所得」
となり、原則的に確定申告が必要になります。
　ただし、平成26年中の収入が配分金のみの場合、配分金額が103万円
以下（※1）の方は、税務署に確定申告する必要はありません。
　なお、配分金が103万円を超える方は、扶養親族・控除対象配偶者に
該当しなくなりますのでご注意ください。
　また、平成26年中の収入が配分金と公的年金の場合、下の速算表で算
出した公的年金の雑所得の額と、配分金から65万円（※2）を差し引いた
額の合計金額が38万円以下の方（※1）も、税務署へ確定申告する必要は
ありません。
　しかし、平成26年中に配分金と公的年金以外に他の収入がある場合は、
税務署に確定申告する必要があるかどうかは計算しないとわかりません
ので、最寄りの税務署にお尋ねください。

受給者の生年月日

65歳未満の方
（昭和25年１月２日
以降に生まれた方）

65歳以上の方
（昭和25年１月１日
以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

公的年金等の雑所得の額

 Ａ－700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

（※1）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる場合
　　　がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。
（※2）配分金が65万円以下の場合は配分金の額

受給者の生年月日

65歳未満の方
（昭和26年１月２日
以降に生まれた方）

65歳以上の方
（昭和26年１月１日
以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

  130万円未満

 130万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

公的年金等の雑所得の額

 Ａ－700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

（※1）配分金が65万円以下の場合は配分金の額
（※2）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる
　　　場合がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。

［平成26年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

［平成27年分公的年金等に係る所得金額の速算表］

（７） （６）

　1月25日（月）
　2月25日（木）
　3月25日（金）
　4月25日（月）
　5月25日（水）
　6月27日（月）
　7月25日（月）
　8月25日（木）
　9月26日（月）
10月25日（火）
11月25日（金）
12月26日（月）

平成28年
配分金支払日一覧表

配
分
金
支
払
日

※配分金は月末で締めて翌月25日（金融
機関が休日の場合は翌営業日）に、指定
された口座へ支払います。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な
勧
誘
・

個
人
情
報
の
取
得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
発
注
者
（
お
客
様
）
等
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
も
、
提
出
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
但
し
、
シ
ル
バ
ー
『
派
遣
』
事
業
で
働
き
、
セ
ン
タ

ー
か
ら
賃
金
を
受
取
っ
て
い
る
方
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
提
出
し
て
頂
く
事
に
な

り
ま
す
の
で
、
後
日
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
ご
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
使
用
目
的
は
、
税
務
署
へ
提
出

す
る
源
泉
徴
収
票
の
記
載
の
た
め
で
す
。

　
対
象
の
方
へ
の
提
出
の
お
願
い
や
お
預
か
り
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
め

ら
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
厳
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
か
か
わ
る

重
要
な
お
知
ら
せ
！

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
か
か
わ
る

　重
要
な
お
知
ら
せ
！

◆
配
分
金
と
所
得
に
つ
い
て

　
昨
年
１
年
間
（
就
業
期
間
は
、
平
成
26
年
12
月
か
ら

平
成
27
年
11
月
に
な
り
ま
す
。）
に
お
支
払
い
し
た
配

分
金
の
証
明
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
配
分
金
明
細
書
と
同
様
に
「
圧
着
は
が
き
」
で
郵
送

し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

で
す
の
で
、、
他
の
郵
便
物
と
間
違
え
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金

は
、所
得
税
法
上「
雑
所
得
」と
な
り
、原
則
的
に
確
定

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、平
成
27
年
中
の
収
入
が
配
分
金
の
み
の
場

合
、配
分
金
額
が
1
0
3
万
円
以
下（
※
1
）の
方
は
、税

務
署
に
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、配
分
金
が
1
0
3
万
円
を
超
え
る
方
は
、扶
養

親
族
・
控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、平
成
27
年
中
の
収
入
が
配
分
金
と
公
的
年
金

の
場
合
、左
の
速
算
表
で
算
出
し
た
公
的
年
金
の
雑
所

得
の
額
と
、配
分
金
か
ら
65
万
円（
※
1
）を
差
し
引
い
た

額
の
合
計
金
額
が
38
万
円
以
下
の
方（
※
2
）も
、税
務
署

へ
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、平
成
27
年
中
に
配
分
金
と
公
的
年
金
以
外

に
他
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、税
務
署
に
確
定
申
告
す

る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
は
計
算
し
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

配
分
金
支
払
証
明
書
に

つ
い
て

（参考）

圧着はがきが
配分金支払証明書に
なっています。

圧着はがき



保
育
園
を

　
　
　

き
れ
い
に
！

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（３） （８）

あさのみ保育園の入口

清掃作業対象の２階の廊下

清掃作業対象の２階のホール

　
こ
の
度
は
、
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
か
ら
徒
歩
８
分

程
、
上
麻
生
隠
れ
谷
公
園
の
近
く
に
あ
り
ま
す
「
あ
さ
の

み
保
育
園
」
に
北
部
事
務
所
職
員
の
岸
さ
ん
と
一
緒
に
お

伺
い
し
ま
し
た
。

　
あ
さ
の
み
保
育
園
は
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
保
育
で
あ
る

「
通
常
保
育
」
に
加
え
、「
一
時
保
育
」、「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
機
能
を
持
っ
た
多
機
能
型
保
育
園
と
い
う
こ
と

で
す
。
平
成
15
年
４
月
に
開
園
し
、
０
歳
児
か
ら
５
歳
児

ま
で
の
合
計
１
２
０
名
の
定
員
で
す
。

　
あ
さ
の
み
保
育
園
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲

間
は
ベ
テ
ラ
ン
の

方
で
３
年
半
く
ら

い
働
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
４
名

の
女
性
会
員
が
登

録
さ
れ
、
２
名
体

制
で
13
時
〜
15
時

の
園
児
の
お
昼
寝

の
時
間
に
共
通

ホ
ー
ル
や
廊
下
な

ど
を
清
掃
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
曜
日

と
祝
日
は
お
休
み

で
す
。

〈
長
瀬
園
長
の
お
話
〉

　
当
園
で
は
、
こ

の
周
辺
が
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で

あ
る
こ
と
を
反
映

し
て
、
お
子
様
を

預
か
る
時
間
が
10

時
間
以
上
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
午

前
７
時
〜
午
後
８

時
（
２
時
間
延
長

を
含
む
）
の
時
間

帯
で
お
子
様
を
お

預
か
り
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
は
園
児
の
お
昼
寝
の
時
間

帯
を
利
用
し
て
共
有
エ
リ
ア
を
清
掃
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
当
初
は
用
務
員
と
し
て
清
掃
作
業
の
方
を
直
接
雇

用
し
て
お
り
ま
し
た
が
休
暇
を
取
ら
れ
た
と
き
、
保
育
士

さ
ん
達
の
負
担
が
重
く
な
る
た
め
、
対
応
を
検
討
し
て
い

る
中
で
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
出
会
い
、
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
さ
ん
は
チ
ー
ム
で
対
応
さ
れ
て

い
る
の
で
清
掃
作
業
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
、

北
部
事
務
所
さ
ん
が
窓
口
と
し
て
対
応
い
た
だ
け
る
た

め
、
お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
徹
底
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
は
細
か
い
気
遣
い
が

あ
り
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

〈
ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
お
話
〉

　
清
掃
の
お
仕
事
な
の
で
、
平
時
、
職
員
さ
ん
や
保
育
士

さ
ん
と
あ
ま
り
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

あ
る
日
、
保
育
士
さ
ん
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
来
て
く

れ
た
の
で
、
園
児
の
お
昼
寝
中
に
私
た
ち
は
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
で
き
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
が
書
け
た
り…

色
々
な
こ
と

が
で
き
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
言
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
一
言
に
私
達
は
お
客
様
か
ら
感

謝
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
お
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
達
は
園
児
が
お
昼
寝
の
時
に
働
い
て
い
ま
す

の
で
、
子
供
た
ち

は
私
た
ち
の
こ
と

を
知
ら
な
い
だ
ろ

う
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
自
宅

近
く
の
駅
で
、

「
あ
っ
、『
あ
さ
の

み
保
育
園
』
の
人

だ
」
と
挨
拶
さ
れ

て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち

は
見
て
い
な
い
よ

う
で
見
て
い
る
の

で
す
ね
。（
笑
）

〈
雑
　
　感
〉

　
今
回
の
取
材
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
働
く
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
仕
事
を
仲
間
で
分
け
合
い
働
く
こ
と
も
役
に
立
ち
ま

す
ね
。
ま
た
、
い
つ
も
の
よ
う
に
仲
間
の
真
面
目
な
仕
事

ぶ
り
が
感
謝
さ
れ
、
取
材
し
て
い
る
私
も
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

（
会
報
編
集
委
員
・
末
永 

時
和
）


